
 

 

 

 

 

 

 
 
 

「ホップ・ステップ」、そして「ジャンプ」の３学期 
 

園長 村山 貞則 
 
冬休みは静かだった園内も、久しぶりに登園してきた子どもたちの楽しげな声でいっ

ぱいです。新しい一年が、子どもたちにとって、また保護者の皆様にとって笑顔あふれ

る１年となり、子どもたちが健やかに成長できるようにがんばってまいります。どうぞ

よろしくお願いいたします。 
そして、各クラスの教室には、鏡 

もちが飾られています。１２月に皆 

で餅つきをしてできたお餅を鏡もち 

にしたものです。餅つきは、一人で 

はできないため、連帯感を高め、喜 

びを分かち合うという意義もあると 

言われています。園で行われた餅つ 

きは、まさにそうだったと感じます。 

皆でつくりあげる楽しさ、嬉しさ。 

皆、自然と笑顔になったり、声を出 

して応援したりしていました。とて 

も素敵な雰囲気の有意義な時間でし 

た。保護者やご家族の皆様におかれ 

ましては。準備や実施、参加にご協 

力いただきましてありがとうございました。皆の心が一つになって出来上がった心温ま

る鏡もちに見守られながら３学期がスタートします。 

さて、３学期は、３つの学期の中で最も短い期間で、よく「まとめ」の学期とも言わ

れます。今の学年をしっかり締めくくり、次のステージ、次の学年へつなぐとても意義

のある学期です。思い起こすと、１学期から２学期ととても成長を感じます。いろいろ

なことに進んで参加できるようになったり、話の聞き方が上手になったり、興味を広げ

てさらに良いものを作ろうとしたり、友達と話をしながらものごとをすすめたり、でき

るようになってきたことがたくさんあります。子どもたちは、１学期から２学期へと

「ホップ・ステップ」してきました、３学期はそれをうけて、あらゆる力を上昇させい

い方向へ導く力のあるとされている今年の干支である辰のように、「ジャンプ」できる

ように支援してまいります。 
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